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【背景・目的】近年次世代デバイス材料としてカ

ーボンナノチューブ (carbon nanotube, 以

下:CNT)が注目されている。CNTの特徴として、

電気特性が金属にも半導体にもなりうる、化学的

に安定、機械的に強靭、熱・電気伝導率が高いこ

とが挙げられる。しかし、CNT はナノスケール

の物質であるため取り扱いが困難である。この問

題の解決策の一つとして他の物質と複合する方

法が挙げられる。そこで本研究では、複合材とし

て糸に着目した。糸は柔軟性があり、軽量で安価

である。また糸であることでデバイスの応用先が

数多く考えられる。本研究では CNT複合糸を用

いて糸トランジスタを開発し、評価することを目

的とする。これまで糸トランジスタが動作するこ

とを報告している[1] 。今回は CNTの糸への定着

量の増大に伴うトランジスタの性質向上につい

て報告する。 

【実験方法】 

はじめに金属および半導体それぞれの CNT複合

糸を作製する。複合糸は染色技術を参考にして

CNT 分散液の中に綿糸を浸け、乾燥させること

で作製できる。作製した半導体 CNT複合糸を簡

単のため絶縁性フィルムで覆い、上から金属

CNT 複合糸を巻きつけることによって糸トラン

ジスタを実現している。ここでチャネルを半導体

CNT が担い、金属 CNT 複合糸がゲートとなる

MIS-FETの構造となる。作製した糸トランジス

タに対しVG-ID特性,VD-ID特性を測定することで

評価を行う。 

【実験結果】 

Fig. 1, 2に糸トランジスタの特性を示す。 

 

Fig. 1 VGS-IDS characteristic 

 

Fig. 2 VDS-IDS characteristic 

Fig. 1, 2の結果からゲート電圧によりドレイン

電流が制御できている事が読み取れ、トランジ

スタとして動作していると言える。また前回の

発表に比べドレイン電流が増大し、リーク電流

が抑制できていることが確認できた。今後は論

理回路などへの応用の検討を進める。 
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